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[image: ]１　知 次の［　　］に適する式を入れよ。ただし，重力加速度の大きさをg〔m/s2〕とする。（5点×6）
図のような斜面があり，O点から質量m〔kg〕の台車を静かに放したところ，図のP点とQ点をそれぞれv1〔m/s〕，v2〔m/s〕の速さで通過した。P点とQ点の水平面ABからの高さはそれぞれh1〔m〕，h2〔m〕である。P点からQ点まで台車が移動するまでに，重力がする仕事はW1＝［ア　　mg (h1－h2) 〔J〕 　　］，垂直抗力が物体にする仕事はW2＝［イ　　0 J　　］となる。台車と斜面の間の摩擦や空気抵抗を無視すれば，P点からQ点まで台車が移動する間の，運動エネルギーと仕事の関係は，
［ウ　　　mv22－mv12　　］＝［エ　　mg (h1－h2)　　］と書ける。この関係から，P点にお
ける力学的エネルギーとQ点における力学的エネルギーが等しいことが証明できる。その式は
［オ　　　mv12＋mgh1　　］＝［カ　　　mv22＋mgh2　　］である。

２　知 体重50 kgの人が，高さ10 mの階段を20秒で一気にかけ上がった。
(1)　この人が重力に逆らってした仕事は何Jか。（5点）
W ＝ Fs ＝ mghより
W ＝ 50 kg × 9.8 m/s2 × 10 m ＝ 4900 J ＝ 4.9 × 103 J
(補)　　 kg･m/s2･m ＝ N･m ＝J
(2)　この人の仕事率は何 Wか。（5点）
P ＝よりP ＝＝ 245 W ≒ 2.5 × 102 W


[image: ]

３　思 傾きの角θ がsinθ ＝　　 の坂道を18 km/hで登る自動車のエンジンの仕事率を求めよ。ただし，摩擦力は自動車の重さの　 　とし，自動車の質量は，9.0×102 kgとする。（15点）

等速だから力の斜面方向成分はつり合っている。推進力をFとして，仕事率Pは
P＝ (mg sinθ ＋ 摩擦力) × v
＝ 9.0 × 102 kg × 9.8 m/s2 ×  × 5.0 m/s
＝ 1764 W ≒ 1.8×103 W




４　思 [image: ]図のような，滑らかな斜面と粗い水平面が滑らかにつながっている。水平面から高さ0.50 mの点Aに質量0.20 kgの物体を置き，静かに放した。
(1)　点Bでの物体の運動エネルギーは何Jか。（5点）
力学的エネルギー保存より
mgh ＝ 0.20 × 9.8 × 0.50 ＝ 0.98 J
(2)　点Bから0.58 m離れた点Cでの物体の速さが2.0 m/sであった。物体に働いた動摩擦力は何Nか。（10点）
力学的エネルギーの変化＝動摩擦力がする仕事
× 0.20 × 2.02 － 0.98 ＝ －F × 0.58　　　F ＝ 1.0 N


５　思 [image: ]図のように，滑らかな半径R〔m〕の球面の一部を滑り台とし，Aから質量m〔kg〕の小物体を初速度0 m/sで滑らせた。小物体は，点Cから外へ飛び出し，その後放物線軌道を描いて地面に落下した。重力加速度をg 〔m/s2〕として，次の問いに答えよ。
(1)　点Bと点Cでの速さを求めよ。（10点）
点Bを高さの基準にとる。点Aと点Bの力学的エネルギー保存より
mgR ＝ mvB2　　　vB ＝〔m/s〕
点Cを高さの基準にとる。点Aと点Cの力学的エネルギー保存より
　mg ＝ mvC2　　　vC ＝

〔m/s〕
(2)　滑り台から飛び出した後の最高点の高さはいくらか。（10点）
図の水平面を高さの基準にとる。放物運動では水平方向の速度は変わらないから最高点の速さはvC，点Aと最高点の力学的エネルギー保存より
mgR ＝ m(vC)2 ＋ mgh　　　(1)の結果を代入し　h ＝ R〔m〕


(3)　水平面に達する直前の速さvはいくらか。（10点）
力学的エネルギー保存より，点Aと点Eの力学的エネルギーの保存より
mgR ＝ mv2　  v ＝〔m/s〕
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